
・参考資料１ 京都第二赤十字病院感染管理室資料

・参考資料２ 厚労省 施設内療養時の対応の手引き

https://www.mhlw.go.jp/content/000783412.pdf

・参考資料３ 大石貴幸.國島広之.医療機関における新型コロナウイルスにおけるゾーニングの考え方

（東北大学大学院 感染制御 検査診断学 ）

http://www.tohoku-icnet.ac/covid-19/mhlw-wg/images/division/medical_institution/d01_pdf03.pdf

・参考資料４ 高齢者施設向け対応情報集（京都市保健所 令和５年２月改正版）

https://www.city.kyoto.lg.jp/hokenfukushi/page/0000287819.html

第４回新型コロナ感染対策相談会資料 京都府

ゾーニングと個人防護具

～ゾーニングが切り替わると、防護具も切り替えます～

https://www.mhlw.go.jp/content/000783412.pdf
http://www.tohoku-icnet.ac/covid-19/mhlw-wg/images/division/medical_institution/d01_pdf03.pdf
https://www.city.kyoto.lg.jp/hokenfukushi/page/0000287819.html


「手袋つけたまま」「ガウン着たまま」では感染対策が破綻します。



玄関先でも

防護具を着用

ゾーンや防護具の切り替えが
不十分？

グリーンゾーンでの
ガウン着用は不要

半数以上の施設で
見受けられますが･･･



防護具をつけたまま記録

防護具をつけたまま
休憩や水分補給

未消毒のゴーグルや使用済み
（汚染の可能性がある）マスク
をテーブルに直に置いている

テーブルはきれい？

職員に感染するリスクがある

休憩や記録の場所はグリーンゾーン
であることが望ましい



フル防護具をつけたまま仮眠

ガウンは脱いで休憩しましょう

急に陽性者が部屋から出てきて対応が必要な場合はマスク・手袋などで十分です
（急過ぎて手袋をつける時間がない場合は、事後の石鹸手洗いを）

夜勤中の仮眠の風景･･･

対応後には必ず手洗い、手指消毒をしましょう



・実は、ゾーニングに“必ずこうしなければいけない”といった科学的根拠は
ありません。

・ゾーニングは、みんなが同じ感染対策をするための規則（ルール）です。
ゾーニングが変わる場所で、個人防護具を脱衣しましょう。

・ルールを守ることで、「ウイルス汚染されない」という意識づけをすること
で、施設全体で統一した対策をとることができます。（結果として感染も防げるはず）

・ゾーニングは、決してコロナだけのものではありません。

・理解しておくと、日常的な感染対策にも使えます。

・感覚として身につけましょう。（トイレの後に手を洗う、靴を脱いで家に上がるなど）

日本人はゾーニングが
得意!？

参考資料１参照



参考資料２参照







参考資料１参照

ゾーニングが変わる場所で個人防護具を脱衣するよう
に設定しましょう。



参考資料１参照



ゾーニングの例：イエローゾーンを設定する場合

陽性者
一般入所者 参考資料３を改変



ゾーニングの例：イエローゾーンを設定しない場合
有症状（疑似症）がいる場合

一般入所者有症者（疑似症）

陽性者

参考資料３を改変

廊下はグリーンゾーン



参考資料２を改変

・廊下をレッドゾーンにする
方法もありますが、
できるだけグリーンゾーンを
広くとり、PPE（個人防護
具）を外せる場所を確保する
ことをおすすめします。

・ガウンやN95マスクを着衣
する時間が長くなると、職員
が感染対策に集中し続けるこ
とがむつかしく、職員の感染
がおこりやすくなります。

・「スタッフステーション」、
「入所者食堂横のキッチン」
は、グリーンゾーンにしま
しょう。



個人防護具（PPE）の着脱場所を上からみてみましょう

参考資料３を改変



参考資料３参照

廊下側（グリーンゾーン）から見ると

PPE着用場所を整理しましょう。



参考資料３参照

陽性者部屋側（レッドゾーン側）から見ると



①手指消毒 ②マスク ③ガウン ④手袋 ⑤キャップ ⑥フェイスシールド

PPE着用手順の絵図

（PPE着用場所の例）整理整頓は感染対策の第一歩



参考資料４参照



汚染された手袋で、無意識に顔を触っていませんか？

業務中は「肩から上に手を上げない」を習慣にしましょう


